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6月の休日救急医

中条病院（中条）
山口医院（下条）
至誠堂医院（西浦町）

16日

23日

30日

7月上句の予定

7日至誠堂医院
14日千手診療所

　
「
健
康
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会
」
は
、

千
手
地
区
体
育
振
興
会
の
事
業
の
一
つ

で
す
。

　
日
和
に
恵
ま
れ
た
六
月
二
日
の
大
会

に
は
、
三
百
人
も
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

羽
黒
山
を
通
り
、
林
道
峰
方
線
を
高
倉

地
内
で
折
り
返
し
、
松
葉
沢
公
園
ま
で

の
十
ニ
キ
ロ
で
す
。

　
午
前
八
時
四
十
分
、
い
っ
せ
い
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
山
道
の
上
り
下
り

は
苦
し
い
で
す
が
、
若
葉
の
香
り
が
清

涼
剤
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
イ

ペ
ー
ス
を
守
り
、
二
時
間
半
か
ら
三
時

間
半
く
ら
い
を
か
け
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

ま
し
た
。

　
十
ニ
キ
ロ
を
歩
き
通
し
た
満
足
感
に

浸
り
な
が
ら
の
お
昼
は
、
ぶ
た
汁
の
サ

ー
ビ
ス
も
あ
っ
て
、
格
別
の
お
い
し
さ

で
し
た
。
　
（
写
真
は
折
返
点
付
近
）
）
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第
三
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
十
七
日
に
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。
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こ
の
議
会
に
は
、
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
　
…

の
専
決
処
分
事
件
の
承
認
、
六
十
年
度
一
般
会
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
　
　
…

原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
　
…
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O

町
民
税
の
均
等
割
（
個
人
）
が

　
　
　
　
　
　
　
千
五
百
円
に
ア
ッ
プ

▼
税
条
例
の
一
部
改
正

　
主
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①個人

町
民
税
の
均
等
割
の
税
率
「

　
千
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
し
ま

　
し
た
。

②
軽
自
動
車
税
の
原
動
機
付
自
転
車

　
の
税
率
に
、
，
三
輪
以
上
の
も
の
（

　
、
、
・
ニ
カ
ー
）
で
、
総
排
気
量
○
・

　
〇
ニ
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、

審議の様子

　
ま
た
は
定
格
出
力
が
○
・
二
五
キ

　
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
対
す

　
る
税
率
、
年
額
「
二
千
五
百
円
」

　
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
二

　
月
十
五
日
以
前
に
取
得
し
た
ミ
ニ

　
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
「

　
千
円
」
で
す
。

③
宅
地
、
農
地
に
対
し
て
課
す
る
各

　
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
と

　
し
て
、
六
十
年
度
の
固
定
資
産
の

　
評
価
替
え
に
伴
い
、
負
担
調
整
措

　
置
（
一
挙
に
税
金
が
上
が
る
の
を

　
防
ぐ
た
め
）
を
三
年
間
延
長
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

占
ハ
○
豪
雪

災
害
対
策
事
業
費
を
計
上

▼
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
決
第
九
号
）

　
各
種
基
金
の
運
用
益
金
の
精
算
処

理
を
行
う
た
め
と
、
町
債
許
可
額
の

決
定
に
よ
る
発
行
限
度
額
の
変
更
を

行
う
た
め
、
予
算
補
正
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
が
、
議
会
を
招
集
す
る
暇

が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
専
決
処

分
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
八
十
八
万

一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二

十
九
億
九
千
九
百
八
万
二
千
円
と
し

ま
し
た
。

　
歳
入
を
見
ま
す
と
、
財
産
運
用
収

入
が
八
十
八
万
一
千
円
増
え
、
町
債

の
千
二
百
万
円
の
増
の
分
が
そ
っ
く

り
基
金
繰
入
金
で
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
専
決
第
一
号
）

　
消
雪
の
遅
れ
に
よ
る
水
稲
や
葉
た

ば
こ
な
ど
の
減
産
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
異
常
豪
雪
災
害
対
策
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
予
算
の
補

正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
額
は
五
百
五
十
三
万
九
千
円

で
、
予
算
総
額
は
二
十
七
億
八
千
五

十
三
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
県
の
補
助
金
が
二
百
四

十
一
万
円
の
増
、
一
般
寄
付
金
が
三

百
十
二
万
九
千
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
農
業
振
興
費
の
消
耗

品
費
に
百
四
万
円
、
除
雪
用
機
械
賃

借
料
に
四
百
六
十
三
万
三
千
円
を
追

加
し
、
予
備
費
を
十
三
万
四
千
円
減

額
し
ま
し
た
。

上
野
小
学
校

　
　
仮
校
舎
は

　
　
　
プ
レ
ハ
ブ
の
リ
ー
ス

▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
一
号
）

　
一
千
万
円
の
追
加
で
、
予
算
総
額

は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
億
九

千
五
十
三
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
分
を
一
千
万
円
増
や
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
学
校
建
設

費
（
上
野
小
学
校
）
の
九
百
七
万
五

千
円
の
増
で
す
。

　
上
野
小
学
校
の
木
造
校
舎
改
築
工

事
は
、
六
十
、
六
十
一
の
二
年
度
に

わ
た
り
ま
す
。
こ
の
間
、
授
業
を
ど

こ
で
行
う
か
が
第
一
の
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
当
初
予
算
編
成
の
際
は
、

現
校
舎
を
引
き
家
に
し
て
使
用
す
る

計
画
で
し
た
が
、
仮
校
舎
と
し
て
プ

レ
ハ
ブ
の
リ
ー
ス
が
妥
当
と
い
う
結

論
に
達
し
ま
し
た
。
リ
ー
ス
期
間
は

七
月
一
日
か
ら
来
年
の
六
月
三
十
日

ま
で
の
十
二
か
月
間
で
す
。
仮
校
舎

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
央
部
に
建
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
耐
雪
型

で
す
。

　
学
校
建
設
費
の
補
正
の
中
身
は
、

仮
設
校
舎
賃
借
料
を
七
百
七
十
二
万

五
千
円
計
上
し
、
改
築
関
連
工
事
分

を
七
百
六
十
万
円
削
減
し
た
こ
と
と
、

学
校
用
地
買
収
費
と
家
屋
等
補
償
に

合
わ
せ
て
八
百
八
十
万
五
千
円
を
計

上
し
た
こ
と
が
主
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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決
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瞳
－

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
金
子
幸
作
氏

　
教
均
具
女
員
会
委
員
の
登
坂
敬
恒
氏

の
任
期
が
五
月
十
九
日
に
満
了
す
る

こ
と
に
よ
り
、
後
任
に
金
子
幸
作
氏

（
岩
瀬
）
を
任
命
し
た
い
旨
町
長
か

ら
提
案
が
あ
り
、
議
会
の
同
意
を
得

て
い
ま
す
。
任
期
は
四
年
で
す
。

　
金
子
さ
ん
は
、
町
職
員
と
し
て
社

会
教
育
課
長
や
町
史
編
さ
ん
室
長
な

ど
を
歴
任
の
う
え
、
昭
和
五
十
八
年

三
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
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　　　　　「合併30周年記念事業

　
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
に
一
町

三
か
村
が
合
併
し
、
川
西
町
が
誕
生

し
て
か
ら
来
年
で
三
十
年
と
な
り
ま

す
。
　
町
で
は
、
　
「
合
併
三
十
周
年
記
念

事
業
検
討
委
員
会
（
町
職
員
八
人
で

構
成
）
」
を
こ
の
ほ
ど
設
け
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
　
“
住
民
総
参

加
”
を
基
調
に
、
ま
ず
住
民
一
人
一

人
の
意
見
を
集
約
し
た
う
え
で
、
そ

の
中
か
ら
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
事

業
を
企
画
し
、
実
施
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
配
布
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
、

子
供
さ
ん
も
含
め
、
．
こ
家
族
で
そ
れ

ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
六
月
二
十

五
日
ご
ろ
嘱
託
員
か
ら
集
め
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　
八
人
の
委
員
が
、
ご
く
限
ら
れ
た

範
囲
で
耳
に
し
た
こ
と
を
次
に
掲
げ

て
み
ま
し
た
。
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

①
全
町
統
一
の
“
か
わ
に
し
祭
り
”

　
町
内
パ
レ
ー
ド
、
花
火
、
民
謡
流

　
し
…
…
な
ど

②町の

花
“
山
ゆ
り
”
を
増
や
そ
う

　
苗
木
や
球
根
の
配
布
・
植
樹
、
扶

　
植
③
健
康
優
良
児
表
彰
（
幼
児
・
小
学

　
生
．
中
学
生
・
高
校
生
な
ど
）

町の未来を考える　’

鐙麟騰灘鵜鰹織購』懸

翻欝欝締欝難
』
⑳
利
雪
・
克
雪
を
語
る
討

　
論
会
豆
開
催
す
る
．

合併30周年

　各種催し物

襯鰹蹄…i響醐灘響覇鞭・

業事念記

アンケート

　
“
ぶ
な
太
郎
賞
”
　
“
百
合
子
賞
”

　
ミ
ス
か
わ
に
し
コ
ン
テ
ス
ト

④
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
蔵

⑤風船を

い
っ
せ
い
に
放
つ

⑥川西の

歌
募
集
・
制
定

⑦
保
健
衛
生
大
会

⑧町内駅

伝
（
聖
火
リ
レ
↓

⑨記念

碑
建
立
（
ど
こ
か
ら
で
も
見

　
え
る
と
こ
ろ
）

⑩
美
術
・
芸
能
展
、
目
で
見
る
民
俗

資
料
展

その他

⑳
町
を
あ
げ
て
大
川
あ

緊
を
催
し
、
即
周
年

を
祝
う
。

記念を刻む
コ
コ
ド
お

灘
羅
．
｝
、
．
⑳
全
戸
が
同
じ
爪
を
い
っ

ド
き
コ
き
コ

懸
叢
　
し
ょ
に
記
念
植
樹
す

舞
奪
…
、
、
…
…
嚢
　
る
◎

…
纒
心
“
…
灘
蝋
．
、
－

墜
麹
・

、
羅
、
嚢
．
懇

濾、

霧
鰯

・
難
、
…
難
蓬

繍
雛
灘
難
灘
、

難
蕪
認
．

欝
灘
纐

　
購
縫

記念式典

、
、
⑳
姉
－
妹
都
y
雫
ぎ
結
な
、

　
　
広
く
川
亜
町
を
知
つ
て

　
　
も
・
り
う
c
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r亀」園「

o

お
届
け

し
ま
す

〃
、
》

　
　
　
♂

で

　
農
山
村
地
域
で
人
口
の
過
疎
化
、

主
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
兼
業
化
な

ど
の
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
企

業
の
誘
致
、
地
場
産
業
の
育
成
、
地

域
特
産
物
の
開
発
、
自
然
景
観
と
農

林
業
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
開
発
な

ど
を
図
り
、
若
者
が
定
住
で
き
る
豊

か
な
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
都
会
で
は
、
農
山
村
と
は
逆

に
人
日
の
過
密
化
、
ふ
る
さ
と
を
持

た
な
い
人
の
増
加
と
い
う
状
況
と
な

り
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
ふ
る
さ
と

志
向
、
言
い
換
え
る
と
農
山
村
地
域

蝶
謙響

一
C

ノ

、
ミ

＼
＼
＼
＼

る
さ
と
の
味

と
の
触
れ
合
い
を
求
め
る
動
き
が
年

年
古
同
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
社
会

情
勢
の
動
き
の
中
で
、
地
域
産
業
お

こ
し
や
村
お
こ
し
対
策
と
し
て
、
都

会
と
の
多
面
的
な
交
流
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
「
ふ
れ

あ
い
パ
ッ
ク
事
業
」
を
創
設
し
、
都

会
の
人
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の

会
会
員
」
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
の
季
節
の
味
覚
や
地
域
特
産

物
の
送
付
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
で
、
町
民
と
会
員
と
の
心
の
触

れ
合
い
を
深
め
て
い
く
中
で
、
　
“
活

力
の
あ
る
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く

り
”
に
役
立
て
よ
う
と
計
画
を
し
ま

し
た
。「

ふ
れ
愛
パ
ッ
ク
」

と
は
…
…
…

　
私
た
ち
の
町
、
川
西
町
の
自
然
昧

あ
ふ
れ
る
特
産
物
を
会
員
の
方
々
に

と

心

送
り
届
け
る
こ
と
を
主
体
に
、
自
然

を
生
か
し
た
体
験
農
園
や
雪
上
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
都
会
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
い

う
の
が
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
事
業
」

で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
　
“
ふ
れ
あ
い
の
心
”

を
た
い
せ
つ
に
し
な
が
ら
、
　
“
味
覚
”

と
“
自
然
”
、
そ
し
て
“
ま
ご
こ
ろ
”

■／

を
「
ふ
れ
愛
パ
ッ
ク
」
に
セ
ッ
ト
し

て
会
員
の
方
に
お
届
け
し
、
川
西
町

を
昧
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は
こ
の
秋
か

ら
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
も
、
川
西
町
の
「
ふ

れ
愛
パ
ッ
ク
」
を
都
会
の
知
り
合
い

の
方
々
に
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

●
O
O
■
●
■
0
9
●
，
甲
■
●
O
O
●
●
0
9
0
●
O
O
O
■
■
一
〇
〇
〇
■
■
■
O
，
一
噂
●
●
O
●
O
O
O
●
一
●
O
O
●
O
O
●
■
●
●
卵
■
●
●
｝
O
O
O
●
り
■
●
O
O
O
■
■
O
O
■
O
り
●
●
■
り
O
リ
ワ
●
9
，
，
●
8
6
■
O
り
爾
●
O
■
■
●
■
O
■
●
甲
，
り
O
●
，
●
一
9
，
9
甲
O
■
，
O
一
◎
O
甲
O
O
O
O
●
●
■
卿
一
，
■
O
り
O
●
●
，
O
O
り
0
9
0
一
●
，
●
■
O
O
●
〇
一
■
O
．
●
●
9
0
●
働

対
象
は
関
東
と
信
越
の
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
度
を
重
視
し
て

　
会
員
に
は
、
私
た
ち
の
町
の
出
身

者
に
限
ら
ず
、
心
の
ふ
る
さ
と
を
求

め
た
い
方
、
ふ
る
さ
と
の
味
や
特
産

品
を
楽
し
み
た
い
方
、
ど
な
た
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
と

「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
会
員
」
と

し
て
登
録
し
、
会
員
証
を
発
行
し
ま

す
。　
た
だ
し
、
お
届
け
す
る
産
物
の
品

質
と
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
会
員
と
な

っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
を
翌
日
配
達

が
可
能
な
関
東
一
円
、
信
越
地
域
の

方
々
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
年
間
計
画
と
し
て
は
、
三
回
の
特

産
品
の
発
送
、
二
回
の
交
流
会
の
実

施
、
そ
の
ほ
か
「
ふ
れ
あ
い
情
報
」

な
ど
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
灘

類
繍

　
　
　
　
謹

騰　　　　澱　　　　縣　　　椰購　　灘繍
鐘　掻購馨臨i雛鯉

ふるさと’85

搦

若い衆向けの

パンフレットを作成

　
「
…
…
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
職
場

が
で
き
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
若
い
人

た
ち
が
地
元
に
残
る
よ
う
に
思
う
ん

で
す
け
ど
…
…
高
3
の
少
女
よ
り
」

で
始
ま
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
」
O
O

K
ふ
る
さ
と
’
8
5
」
を
こ
の
ほ
ど
町

で
一
千
部
作
成
し
ま
し
た
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
町
内
の
企

業
ガ
イ
ド
コ
ー
ナ
ー
、
郡
市
内
の
商

工
会
が
地
元
高
校
生
を
対
象
に
実
施

し
た
就
職
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
、
町
の
人
口
の
推
移
、
呼
び
か

け
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
地
元
の
良
さ

を
見
直
し
、
定
着
、
U
タ
ー
ン
を
し

て
も
ら
お
う
と
、
高
校
生
、
中
学
生
、

地
元
を
離
れ
て
い
っ
た
若
い
人
た
ち

を
中
心
に
配
り
ま
す
。
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へ9
A
冨
　
費

①
会
費
は
年
額
一
万
五
千
円
で
す
。

　
ほ
か
に
入
会
金
と
し
て
三
千
円
（

　
三
年
間
有
効
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
入
会
金
と
会
費
の
使
途
は
、
特
産

　
品
の
発
送
、
交
流
会
、
そ
の
他
サ

　
ー
ビ
ス
な
ど
に
充
当
し
、
返
還
は

　
し
ま
せ
ん
。

③
有
効
期
間
は
、
入
会
申
し
込
み
を

　
さ
れ
た
翌
月
か
ら
一
年
間
と
し
ま

　
す
。
た
だ
し
、
今
年
は
十
月
一
日

　
か
ら
有
効
期
間
が
発
生
し
ま
す
。

　
が
で
き
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

・
二
月
に
は
雪
を
、
八
月
に
は
緑
と

　
土
の
香
（
体
験
農
園
等
）
を
楽
し

　
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト

　
を
開
催
し
ま
す
。

・
町
の
行
事
を
紹
介
し
、
参
加
申
し

　
込
み
、
宿
泊
施
設
の
利
用
等
を
あ

　
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▽
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
参
加
は
別
料
金
と

　
な
り
ま
す
。

③川西町に

来
て
い
た
だ
い
て
、
ス

　
ポ
ー
ツ
施
設
、
宿
泊
施
設
等
を
利

　
用
さ
れ
る
場
合
は
、
利
用
料
金
を

　
二
〇
％
割
引
し
ま
す
。

④
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
、
ご
希
望

　
に
よ
り
お
歳
暮
用
の
特
別
セ
ッ
ト

　
を
申
し
込
め
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
に
代
わ
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
お

得
意
や
お
友
達
の
方
々
へ
、
ふ
る

さ
と
の
品
物
を
直
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

m
〉
会
員
の
特
典

①
特
産
品
を
年
三
回
受
け
取
る
こ
と

　
　
▽
－
－
1
－
ー
－
ー
1
ー
－
1
－
I
－
1
－
1
ー
ー
ー
－
1
ー
。
－
1
－
l
l
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
1
ー
ー
1
ー
ー
ー
－
ー
l
l
－
1
－
I
－
l
I
I
冒
，
1
巳
，
1
－
1
量
陰
璽
I
I
I
－
1
，
5
1
1
瞳
：
－
8
ー
△

9メニュー（特産品）を紹介

ワ
申
し
込
み
方
法

　
関
東
一
円
、
信
越
地
域
の
方
な
ら

ば
、
ど
な
た
で
も
申
し
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
事
務
局
」

〔
〒
9
4
8
1
0
1
新
潟
県
中
魚
沼

郡
川
西
町
大
字
水
口
沢
一
二
番
地
（

川
西
町
役
場
農
政
係
内
）
盈
0
2
5

7
（
6
8
）
3
1
1
1
〕
へ
申
込
書

を
請
求
し
、
ご
記
入
の
う
え
、
添
付

の
振
替
用
紙
か
現
金
封
筒
で
会
費
を

添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
O

60年10月　rいまたけなわの秋、いまたけなわの

　　　　昧覚！」

　　　　＊基礎品目

　　　　新米コシヒカリ・きのこ汁セット・ク

　　　　　リ

　　　　＊選択品目

　　　　ナメコ・シメジ・いも類・かき・食用

　　　　菊・漬物類・大根・もち米

　　12月　rいよいよ大ヅメ、本年最後のふるさ

　　　　との昧！」

　　　　＊基礎品目

　　　　切りもち・野沢菜・干そば・豆菓子

　　　　＊選択品目

　　　　黒まめ・あずき・大豆・ぎんなん・く

　　　　わい・くるまふ・ながいも・干ぜんま

　　　　い・特選コシヒカリ・もち米

　　12月　rこの1年のごあいさつ、ふれあいの

　　　　産地直送お歳暮セット」しめなわ・地

　　　　酒・特選コシヒカリ

　　　〉このお歳暮セットは別料金となります

61年5月　　r新緑がまぶしい、春一番のふるさと

　　　　の味！」

　　　＊基礎品目
　　　　山菜（ぜんまい・わらび・うど等）・

　　　　ちまき・アスパラガス

　　　＊選択品目
　　　　干ぜんまい・くさもち・漬物類・はっ

　　　　か糖・特選コシヒカリ

「
キ
四
、
，

　
　
　
　
　
住
所
が
変
わ
っ
た
ら

　
ヤ～
く
し

　
ノ

国
民
年
金
も
届
け
出
を

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
住
所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、

役
場
（
住
民
係
）
で
転
出
入
届
と

い
っ
し
ょ
に
国
民
年
金
の
手
続
き

も
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
こ
れ
か

ら
の
納
付
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ

で
き
な
く
な
り
、
た
い
へ
ん
困
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
、
年
金
を
受
け
る
に
は
、

保
険
料
を
確
実
に
納
め
て
お
く
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
必
ず
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
と

最
近
の
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収

書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
国
民
年
金
を
受
け

て
い
る
人
も
、
住
所
を
変
更
し
た

と
き
や
、
年
金
を
受
け
取
る
機
関

を
変
更
す
る
と
き
は
、
　
「
住
所
、

支
払
機
関
変
更
届
」
を
役
場
に
提

出
（
老
齢
、
通
算
老
齢
は
社
会
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

険
庁
。
障
害
、
母
子
、
寡
婦
は
長

岡
社
会
保
険
事
務
所
へ
）
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
で
い
る

と
、
年
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
り
、

支
払
い
に
必
要
な
書
類
が
届
か
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
ρ
撃
燈
。

ヂ　
　
　
　
　
　

喝
．
し
　
　
・
、
、
し

　
　
一
D

ρ
弓

●
●

魁

児
童
手
当
を

　
　
振
り
込
み
ま
す

　
児
童
手
当
（
二
月
か
ら
五
月
分

ま
で
）
を
、
六
月
十
日
付
で
ご
指

定
の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
。
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川西町の婦人団体

現代の婦人会長
　寸i体別
年度 川西町 千　　手 仙　　田 上　　野 橘

昭和22年 丸山タイ 柳倭文子 星名照子 木村マサ

23 〃 〃 〃 〃

24 〃 増田フサ 〃 丸山ハツノ

25 星名シウ 〃 〃 〃

26 〃 南雲　操 〃 〃

27 〃 〃 〃 〃

28 田辺キイ 登坂キシ 〃 丸山　操

29 〃 〃 〃 〃

30 〃 南雲　操 〃 〃

31 〃 〃 〃 田中直江

32 星名照子 丸山タイ 高橋徳子 〃 〃

33 丸山タイ 大漢晶子 〃 〃 〃

34 登坂キシ 〃 登坂キシ 上村チイ 〃

35 田中直江 〃 〃 〃 田ロトウ

36 大漢晶子 〃 登坂ヨシイ 〃 〃

37 渡辺愛子 清水タカ 田中久子 〃 丸山　操

38 押木あさ 〃 押木あさ 富井タキ 〃

39 丸山　操 星名セッ 佐藤愛子 〃 〃

40 富井タキ 〃 登坂こま 〃 〃

41 南雲　良 南雲　良 桐生ミサオ 丸山　房 〃

42 佐藤愛子 〃 南雲ハルエ 上村タツ 〃

43 田ロトウ 数藤タツ 〃 〃 大平きみ

44 富井タキ 〃 半田リト 押木タケノ 田中直江

45 小海ふき 小海ふき 〃 〃 藤巻愛子

46 半田リト 〃 高野チヨ 清水ハル 小幡ケン

47 田ロトウ 藤本テイ 南雲冊子 〃 田ロトウ

48 清水ハル 〃 金子　利 清水リイ 根津トサ

49 藤本テイ 〃 南雲ハルエ 〃 丸山ミチ子

50 半田リト 数藤タツ 半田リト 押木ヨキ 山家ミイ

51 須藤シズ 〃 〃 〃 須藤シズ

52 入沢ハヤ 〃 押木立能 内山君江 秦野トミエ

53 数藤タツ 〃 登坂フサ 斉藤正子 丸山トリ

54 半田リト 〃 高橋セツ 小海キミ 田中ミチ子

55 佐藤ハツエ 小林サチ子 役員の持ち回り 沢口美江子 藤巻セツ

56 上村喜久 北村カト 〃 斉藤トシエ 小幡ヨシ

57 南雲一一枝 柳　　トク 南雲ハルエ 上村スミ子 解散

58 〃 〃 地区制解散 古沢棟子

59 小海トヨ 南雲一枝 児玉　良

60 北村カト 小林トシ 上村綾子

　
封
建
時
代
に
生
ま
れ
た
婦
人
団
体

の
草
分
け
は
「
東
京
婦
人
矯
風
会
」

　
　
し
ょ
う
ぎ

で
、
娼
妓
の
人
権
や
自
由
廃
業
・
禁

酒
・
禁
煙
・
男
女
平
等
を
目
的
に
明

治
二
十
二
年
に
産
声
を
上
げ
た
。

　
二
年
後
の
三
十
四
年
に
、
北
清
事

変
（
義
和
団
の
蜂
起
）
の
犠
牲
者
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
お
　
こ

家
族
を
救
う
目
的
で
奥
村
五
百
子
が

「
愛
国
婦
人
会
」
を
創
立
す
る
と
、

翌
三
十
五
年
に
は
川
西
の
村
々
に
も

支
部
が
結
成
さ
れ
、
仙
田
村
八
四
人
、

橘
村
四
九
人
、
千
手
町
村
二
九
人
、

上
野
村
二
八
人
、
中
野
村
二
〇
人
の

婦
人
た
ち
が
会
員
に
名
を
連
ね
た
。

当
時
は
、
主
人
の
社
会
的
地
位
や
家

格
の
ほ
か
会
費
を
ど
れ
だ
け
納
め
る

か
に
よ
っ
て
、
会
員
の
身
分
が
五
段

階
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
特
権
階
級
だ

け
の
婦
人
会
で
は
な
く
て
、
ど
こ
の

オ
カ
カ
も
平
等
に
手
を
つ
な
い
で
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
、
室
島

の
増
田
多
仁
子
（
安
政
三
年
生
、
昭

和
十
年
没
）
が
仙
田
村
婦
人
会
（
会

員
二
〇
〇
人
）
を
創
立
し
た
の
は
日

露
戦
争
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

多
仁
子
は
大
地
主
増
田
家
の
正
統
な

継
承
者
で
あ
っ
た
が
、
女
王
の
よ
う

に
君
臨
で
き
た
地
位
を
自
ら
捨
て
て

　
　
　
　
　
　
　
す
い

婦
人
会
活
動
に
尽
痙
し
、
　
「
大
橋
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
つ

ブ
子
奉
公
婦
人
会
」
に
呼
応
し
て
血

兵
活
動
に
情
熱
を
注
い
だ
。

　
四
十
二
年
に
は
千
手
町
村
に
「
婦

人
懇
話
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
会
員

は
六
十
余
人
で
、
毎
年
春
秋
の
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い

総
会
を
開
き
、
斯
界
の
名
士
を
招
聰

し
て
婦
道
に
関
す
る
講
話
を
聞
き
、

修
身
斉
家
の
基
金
を
蓄
積
す
る
こ
と

が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

　
四
十
三
年
に
は
「
橘
村
女
子
購
読

会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
会
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
小
学
校
の
女
先

生
と
村
の
上
流
夫
人
で
、
当
時
は
著

名
な
「
白
樺
」
や
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
な

ど
数
冊
を
購
入
し
て
回
覧
し
、
年
三

回
集
ま
っ
て
知
識
の
交
換
を
し
た
。

　
せ
い
と
う

　
「
青
踏
社
」
の
で
き
た
四
十
四
年

に
は
、
上
野
村
に
も
会
員
二
五
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
失
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欠婦
人
会
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ

は
第
二
の
文
明
開
花
と
い
わ
れ
た
時

代
で
、
　
「
原
始
、
女
性
は
実
に
太
陽

で
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
　
「
今
は
月
」

に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
婦
人
た
ち
が
、

「
失
わ
れ
た
太
陽
を
取
り
戻
す
」
た

め
に
婦
人
の
解
放
や
地
位
の
向
上
を

訴
え
て
い
る
。

　
大
正
期
に
入
る
と
、
国
や
県
の
指

導
で
集
落
や
校
区
を
単
位
に
「
処
女

会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
会
員
は
満
十

　
9
．
　
　
　
　
　
　
－

二
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
未
婚
の
女

子
で
あ
っ
た
が
、
会
長
・
副
会
長
ぱ

ほ
と
ん
ど
が
男
子
で
小
学
校
長
や
村

の
名
望
家
が
就
任
し
た
。
主
な
事
業

は
精
神
修
養
・
身
体
鍛
練
・
裁
縫
・

料
理
・
家
事
・
風
俗
改
善
な
ど
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ

に
な
る
と
「
処
女
会
」
は
「
女
子
青

年
団
」
に
衣
替
え
し
た
。

　
昭
和
五
年
に
は
、
文
部
省
の
働
き

か
け
で
官
制
的
な
「
大
日
本
連
合
婦

　
　
、

ふ
る
さ
と
の
情
景
を

　
　
　
　
　
心
に
描
き
ま
す

公
戸
市
岡
島
ツ
タ
さ
ん

　
先
日
は
、
懐
し
い
ふ
る
さ
と
の
広

報
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
便
り
は
、
雪
と
の
闘

い
の
中
で
鍛
え
ら
れ
る
新
潟
県
人
の

根
性
、
大
自
然
の
中
で
私
た
ち
を
育

ん
で
く
れ
た
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ぬ
く

も
り
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
あ
の
長
い
雪
の
冬
が
過
ぎ
、
春
が

来
た
春
が
来
た
と
喜
ぶ
感
動
、
重
い

長
靴
を
脱
ぎ
捨
て
て
土
を
踏
ん
だ
と

き
の
感
触
、
優
し
く
揺
れ
る
か
た
く

り
の
花
、
数
々
の
ふ
る
さ
と
の
情
景

を
目
を
つ
む
っ
て
心
に
描
き
、
幸
せ

な
ひ
と
と
き
に
浸
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
川
西
町
は
、
帰
省
す
る

た
び
に
発
展
を
し
て
い
ま
す
。
住
み

よ
い
生
活
が
道
路
や
耕
地
整
理
さ
れ

た
た
ん
ぼ
な
ど
に
表
れ
て
お
り
、
近

代
化
さ
れ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
私
は
、
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て
現

在
松
戸
に
住
み
、
十
年
の
月
日
が
た

ち
ま
し
た
。
同
郷
の
人
た
ち
が
多
く

松
戸
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

人
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
日
本
婦
道

　
か
ん
よ
う

の
酒
養
に
努
め
、
　
「
産
め
よ
増
や
せ

よ
」
の
国
策
に
順
応
し
、
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
せ
き
し
　
　
た
み
く
さ

子
を
り
っ
ぱ
な
赤
子
・
民
草
に
育
て
、

召
集
令
状
が
来
て
も
「
泣
か
な
い
女
」

に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
七
年
に
は
、
陸
軍
省
の
強
い
呼
び

か
け
で
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
が

結
成
さ
れ
た
。
出
征
兵
士
を
送
迎
し
、

千
人
針
を
縫
い
、
慰
問
袋
を
作
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
り

英
霊
を
迎
え
、
防
空
演
習
や
竹
槍
訓

ん
雪
国
で
鍛
え
ら
れ
た
根
性
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
幸
せ
な
生
活
を
築
い
て
い

ま
す
。

　
お
正
月
に
、
こ
ち
ら
へ
出
稼
ぎ
に

来
て
い
た
お
い
が
遊
び
に
来
て
、
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

私
が
「
松
戸
は
雪
が
な
い
か
ら
い
い

よ
」
と
言
っ
た
ら
、
お
い
は
「
お
れ

は
雪
が
あ
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
川
西
町

が
い
い
よ
。
春
は
ま
た
ふ
る
さ
と
へ

帰
り
農
業
を
や
る
ん
だ
」
と
楽
し
そ

う
に
意
欲
を
見
せ
て
語
り
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
の
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
に
努
力
し
て
い
ら
れ
る
皆
さ

ん
へ
、
ぜ
ひ
お
伝
え
し
た
い
言
葉
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
う
い
・
2
貧
話
が
あ

る
限
り
、
ふ
る
さ
と
川
西
町
は
発
展

し
て
い
く
こ
と
と
力
強
く
思
い
ま
し

た
。
　
白
倉
の
婦
人
学
級
で
学
ん
で
い
た

こ
ろ
、
　
「
人
間
死
ぬ
ま
で
学
ぶ
心
を

練
に
参
加
し
て
軍
国
の
妻
・
母
と
な

る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
十
七
年
六
月
に
は
、
一
億
一
心
の

も
と
で
愛
国
・
連
合
・
国
防
の
三
婦

人
会
が
統
合
し
て
「
大
日
本
婦
人
会
」

と
な
っ
た
が
、
空
襲
の
激
化
に
つ
れ

て
中
央
の
指
揮
系
統
は
乱
れ
、
本
土

決
戦
を
目
前
に
し
た
二
十
年
六
月
に

解
散
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。

　
敗
戦
国
の
女
性
の
受
難
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
市
川
房
枝
ら
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
o
、
・

持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
今
、
千
葉
県

立
老
人
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。
老

人
大
学
は
六
十
歳
以
上
の
人
で
あ
れ

ば
だ
れ
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

机
を
並
べ
て
学
ん
で
い
る
う
ち
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
経
て
来
た
こ
と
を

知
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
老
後
を
楽

し
く
豊
か
に
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
老

人
大
学
の
中
に
い
て
、
人
間
が
生
き

る
上
に
最
も
た
い
せ
つ
な
も
の
は
友

達
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
山
奥
の
白
倉
か
ら
六
十
歳
近
く
に

な
っ
て
出
て
来
て
、
都
会
の
生
活
に

溶
け
込
め
る
か
ど
う
か
と
不
安
で
し

た
が
、
若
い
者
の
お
か
げ
で
幸
せ
な

毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、
家
族
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。
　
（
写
真
は
大
白
倉
に
い
た
と
き

の
も
の
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　桑　ぎ芸

戦
後
い
ち
早
く
結
成
（
昭
和
二
〇
・

八
・
二
五
）
さ
れ
た
の
は
「
戦
後
対

策
婦
人
委
員
会
」
で
あ
っ
た
。
以
後

は
川
西
の
町
や
村
に
も
民
主
的
な
婦

人
団
体
が
誕
生
し
、
自
主
的
な
地
域

婦
人
会
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
新
生
日

本
の
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。

　
そ
の
と
き
ど
き
を
、
多
難
な
婦
人

会
長
と
し
て
尽
く
し
た
人
た
ち
の
氏

名
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

◇
：
：
：
…
…
－
…
－
◇
－
－
－
…
…
…
…
－
◆

ご
存
じ
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度

　
昭
和
二
十
四
年
六
月
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
民
間
人
に
よ

っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば
人
権
の
番
人
の
機

関
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人
権

擁
護
委
員
制
度
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
に

地
域
住
民
の
中
か
ら
人
格
識
見
の
優

れ
た
人
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

▽
川
西
町
の
人
権
擁
護
委
員

＊
須
藤
茂
一
さ
ん
（
仁
田
）

　
智
（
6
8
）
2
8
6
2

　
有
線
5
1
7
2

＊
中
村
謹
治
さ
ん
（
坪
山
）

　
智
（
6
8
）
3
1
7
7

　
有
線
3
1
5
0

※
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



6月10日発行1”””””””””ol””””””””””””””1”1”””””o””””a””””IllII”””1””””1”ll””””””””””II””1”””1”””11“1”””【8】””””III

霞皐轟、

　田植え後の天気に恵まれて、

水稲の育ちは順調のようです。

　山の木々も緑を深め、生き生

きとしてきました。

　梅雨の季節に入ります。あじ

さいが雨音に歌うころ、という

と情緒がありますが、うっとう

しい時期に変わりはありません。

心のさわやかさで、この時期

を過ごしたいものです。

人
命
救
助
の

引
間
さ
ん
に

　
先
月
十
七
日
に
、
十
日
町
警
察
署

長
は
、
人
命
救
助
を
さ
れ
た
引
間
寿

一
さ
ん
（
坪
山
）
、
へ
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　
引
間
さ
ん
は
、
四
月
二
十
日
の
午

後
三
時
四
十
分
ご
ろ
、
会
社
の
仕
事

で
道
路
を
見
回
っ
て
い
た
と
き
、
野

”1髄

感謝状を手に引間さん

感
謝
状

口
地
内
（
大
原
の
新
県
道
と
の
分
岐

点
か
ら
一
キ
ロ
ほ
ど
孫
四
郎
側
へ
寄

っ
た
旧
県
道
）
で
、
残
雪
の
斜
面
に

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
を
発
見
し
、

車
の
と
こ
ろ
ま
で
約
二
百
メ
ー
ト
ル

を
背
負
い
、
仁
田
駐
在
所
へ
連
絡
、

救
急
車
を
手
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

救
助
し
ま
し
た
。

　
救
助
さ
れ
た
人
は
十
日
町
市
の
三

十
六
歳
の
男
性
で
、
山
菜
採
り
に
来

て
い
た
人
で
し
た
。

　
引
間
さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と
、
　
「

霧
が
深
か
っ
た
の
で
道
に
迷
っ
た
の

と
、
背
中
の
山
菜
の
荷
が
重
か
っ
た

た
め
極
度
の
疲
労
に
達
し
、
腰
を
下

ろ
し
た
と
た
ん
に
意
識
を
失
っ
た
の

「
ブ
ナ
林
ま
つ
り
」
で

憩
い
の
ひ
と
と
き

　
「
二
六
公
園
ブ
ナ
林
ま
つ
り
」
が
、

先
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
が
午

前
中
も
降
り
続
き
ま
し
た
の
で
、
ブ

ナ
林
の
中
で
の
行
事
は
無
理
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
お
昼
ち
ょ
っ
と
前
に

雨
が
上
が
り
、
正
午
か
ら
の
「
ま
つ

で
は
…
…
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

あ
と
一
時
間
助
け
出
す
の
が
遅
か

っ
た
ら
命
が
危
な
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
や
子
供
宝
さ
が
し
な

ど
で
「
ま
つ
り
」
は
盛
り
上
が
り
、

宴
た
け
な
わ
の
こ
ろ
に
は
木
漏
れ
日

が
舞
台
を
照
ら
し
ま
し
た
。

優
良
無
事
故

運
転
者
を
表
彰

　
六
十
年
度
川
西
町
優
良
無
事
故
運

転
者
表
彰
式
が
先
月
三
十
一
日
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
川
西

町
顕
功
賞
な
ど
を
含
め
、
合
計
で
百

四
十
二
人
で
し
た
。

　
四
十
年
間
の
無
事
故
無
違
反
で
表

彰
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

響鐵

レ
プ
ロ
歌
手
登
場

▲
地
酒
を
く
ん
で

　
十
日
町
警
察
署
の
交
通
課
長
は
講

話
の
中
で
、
　
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
と
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
を

運
転
の
基
本
に
…
…
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

優
良
運
転
者
の
顔
、
顔

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
婦
人
大
会

優
勝
は
上
野
チ
ー
ム

スパイク決まるか？

　
先
月
二
十
六
日
に
総
合
体
育
館
で

開
か
れ
た
第
五
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
婦
人
大
会
に
は
七
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
熱
戦
の
結
果
、
上
野
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。



懸』　『、難　＿”””””””””1””””””広報かわにし／昭和60年6月10日発行

r山野田住宅音頭」が誕生

振り付けもあります

　r気持ちを一つにして、みんなで楽しく住

宅生活を送ろう」ということで、山野田住宅

にお住いの先生方が協力し、4月下旬にr山

野田住宅音頭」をお作りになりました。

　作詞が、中沢松治さん（上野小・校長先生）、

作曲は、新保裕子さん（川西中・教諭）、振

り付けは、女の先生方が考えたものです。

住
宅
の
前
で
踊
り
を
披
露

作詞中沢松治
作曲新保裕子

山野田住宅音頭

山野田住宅音頭
●

●

● ●

一
●

一一一一一　 っまりのゆきカぐノ￥ア

一
、

二
、

三
、

四
、

ハ
ァ
ー
妻
有
の
深
雪
が
　
春
を
呼
ぶ

セ
リ
と
キ
ノ
メ
と
　
フ
キ
ノ
ト
ウ

待
っ
て
待
た
れ
た
　
土
の
香
が

ソ
レ
山
野
田
住
宅
春
が
く
る
　
ソ
レ
春
が
き
た

ハ
ァ
ー
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ん
だ
夏
の
雲

四
方
八
方
　
花
火
の
輪

眺
め
て
涼
し
　
屋
上
の

ソ
レ
山
野
田
住
宅
　
夏
が
く
る
　
ソ
レ
夏
が
き
た

ハ
ァ
ー
桐
の
香
に
お
う
　
い
わ
し
雲

ナ
シ
の
実
落
ち
る
　
音
静
か

信
濃
の
川
が
　
秋
を
呼
ぶ

ソ
レ
山
野
田
住
宅
　
秋
が
く
る
　
ソ
レ
秋
が
き
た

ハ
ァ
ー
山
野
田
原
に
　
雪
が
降
る

乙
女
の
黒
髪
　
雪
が
散
る

今
夜
も
雪
掘
り
　
顔
と
顔

ソ
レ
山
野
田
住
宅
　
雪
が
降
る
　
ソ
レ
雪
つ
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

セリとキノメとフキノは1るをよ，ぷ

●

●　　　　　　　　　　●
●

● 9

■

ま一ってまた准たつぢのか1於　 ソウ

● ●
●

●　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一

やまのたじウ　うたく　はるか

●

●

●

0

ソレはる次きたる

　わ
　　し

自の

慢
惑一

　　曾9。●■e

写
真
「
婿
投
げ
祭
」
に

　
県
展
奨
励
賞

　
坪
山
高
橋
弘
幸
さ
ん

　
今
回
は
、
第
四
十
回
県
美
術
展

覧
会
（
県
展
）
写
真
部
門
で
奨
励

賞
に
輝
や
か
れ
た
高
橋
さ
ん
を
訪

ね
て
み
た
。

　
「
奨
励
賞
の
「
婿
投
げ
祭
」
は
、

今
年
一
月
十
五
日
に
松
之
山
で
撮

っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
朝
か

ら
晴
れ
渡
り
ま
し
た
の
で
、
松
之

山
の
小
正
月
行
事
を
見
に
出
か
け

る
気
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
県
展
へ
の
応
募
は
、
去
年
に
続

き
二
回
目
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
こ
の
写
真
を
仲
間
で
研
究
し

た
と
こ
ろ
、
賞
に
入
る
と
折
り
紙

が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
は

ニ
コ
ン
の
F
A
、
タ
ム
ロ
ン
の
九

十
ミ
リ
の
レ
ン
ズ
を
使
い
ま
し
た
」

　
新
聞
紙
上
で
は
五
月
二
十
三
日

に
発
表
が
あ
っ
た
。

　
「
自
分
の
名
前
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
や
っ
た
と
い
う
感
じ
と
、

ほ
っ
と
し
た
と
い
う
感
じ
が
入
り

混
じ
り
ま
し
た
」

　
高
橋
さ
ん
が
写
真
を
始
め
た
の

は
二
年
ぐ
ら
い
前
で
し
か
な
い
。

　
「
十
日
町
公
民
館
の
青
年
学
級

写
真
コ
ー
ス
で
、
毎
週
木
曜
日
の

夜
に
勉
強
し
て
い
ま
す
」

　
写
真
に
要
す
る
お
金
は
、
一
か

月
一
万
円
く
ら
い
、
フ
ィ
ル
ム
は

三
十
六
枚
撮
り
で
三
、
四
本
く
ら

い
と
の
こ
と
。

　
「
写
真
の
楽
し
さ
は
、
い
い
シ

ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
捕
ら
え
た

と
き
で
す
」

　
去
年
の
暮
れ
に
暗
室
を
作
り
、

現
像
か
ら
プ
リ
ン
ト
ま
で
家
で
で

き
る
。

　
「
金
を
か
け
た
の
で
、
写
真
は

ズ
ウ
ー
と
続
け
ま
す
。
今
ま
で
ど

お
り
ス
ナ
ッ
プ
が
中
心
で
す
ね
」

と
高
橋
さ
ん
は
満
足
げ
だ
っ
た
。

高
橋
さ
ん
と
奨
励
賞
の
写
真
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r健康にいがた
　クローバー運動」の

　　ポスターを募集

　　シンボルマーク

（；二謝とず特）

　新潟県は、県民の健康づくり

運動の中で、日常生活での具体

的な実践活動として、

①母乳で育てよう

②塩分を減らそう

③牛乳を飲もう

④緑の野菜を食べよう

の4つの運動を推進していると

ころです。

　この4つの運動をミ幸せヤを

呼ぶ四つ葉のクローバーにちな

み、　r健康にいがたクローバー

運動」という愛称で呼んでいま
す。

　健康にいがたクローバー運動

に対する認識を深めていただく

ために、広く県内の小学生、中

学生、高校生、それに一般の方

方から、この運動のポスターを

次により募集しますので、ふる

ってご応募ください。

〉募集期間

　6月10日～9月10日
〉募集対象

　小学生、中学生、高校生、一

　般

〉作品審査

　審査員を選定して審査

〉発表

　10月の予定（入選者に通知す

　るとともに適当な方法で発表）

〉表彰

　各部門優秀作品に対し、賞状

　と記念品を贈る

※作品は、役場保健衛生課でま

とめます。問い合わせも保健衛

生課へお願いします。

登記関係手数料
「登記印紙」で、納めることに

　登記簿等の謄抄本交付・閲覧

・証明の申請に要する手数料が、

7月1日からr収入印紙」でな
く、　r登記印紙」によって納め

ていただくことになります。

　登記印紙は、全国の集配郵便

局や登記所最寄りの郵便局、印

紙売りさばき所で販売されます。

　この印紙は、登記簿の謄抄本

等の手数料を納める場合だけに

使用するものであり、売買や相

続等による所有権移転、抵当権

設定、会社の設立・変更等の登

記の申請に要する登録免許税は、

これまでどおり収入印紙で納め

ていただきます。

　また、登記簿の謄抄本等の手

数料が、7月1日から次のよう
に改定されます。

①登記簿謄抄本は、1通につき

　400円（1通が10枚を超える

　ものは、その超える枚数5枚

　ごとに100円加算となります）

②不動産登記簿の閲覧や登記事

　項に関する証明は、1件につ

　き200円
※詳細は、新潟地方法務局十日

町出張所〔盈（52）2575〕へ。

警察官（大卒）の募集

　新潟県男子警察官（大学卒業）

の募集が次により行われます。

①応募受付期限　7月25日

②受験資格

　昭和33年4月2日から39年4
　月1日までに生まれた男子で、

　大学（短期大学を除く）を卒

　業した人、または61年3月31

　日までに卒業する見込みの人

③試験の日時・場所

（1）第1次試験　8月4日・新潟

　市（白新中学校）

（2）第2次試験　9月上旬

※受験申込用紙は、十日町警察

署、各駐在所にありますので、

お申し出ください。

⑳⑦㊦、

相続と税金

　相続税は、亡くなった人（被

相続人）の財産を相続や遺贈（

遺言によって財産を譲ること）

などによってもらった人（相続

人など）にかかる税金です。

　しかし、もらった財産のすべ

てにかかるわけではありません。

　被相続人の遺産の総額から非

課税財産および被相続人の債務

や葬式費用を差し引いた正味の

遺産額が基礎控除額を超えてい

る場合、その超えた額に税金が

かかります。

　基礎控除額は、2，000万円と

400万円に法定相続人の数を掛

けた金額との合計額です。

　また、相続人が配偶者や未成

年者あるいは心身障害者である

ときには、相続税から税額控除

が受けられます。

　相続税の申告と納税は、被相

続人が死亡した翌日から6か月

以内に、被相続人の住所地を所

轄する税務署に申告と納税をし

なければなりません。

　詳しくは、十日町税務署〔智

（52）3181〕へどうぞ。

曜，へ
・　
（

（
。τ
亀

羊

憲、
ハ　ヘ

亀ζ』κ、鉾、

　び
　半　　￥
’
亀

’
g
l
l　l甲’・　　　　ノ

．”　　。一〇’

亀．9　　．亀9e



”””””【11】1”1”1”1””1”ll””””1”1”1”1”””1””II”1””II”””””1”III””””1”””91””””1”””””1””1””IIIIII”1”1”””””lll””1”1広報かわにし／昭和60年6月10日発行””””11”1”””lll

善

出息

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

團
一
般
寄
付
金

＊
東
京
橘
会
（
代
表
・
丸
山
伴
四
郎

　
さ
ん
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一
助

　
に
と
三
万
円

＊
室
岡
倉
二
さ
ん
（
流
山
市
）
か
ら
、

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一
万
円

＊
小
林
正
信
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
保
育
所
関
係
に
充
て
る
よ
う
に
と

　
二
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
片
桐
栄
一
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
二

　
万
円

＊
石
沢
邦
治
さ
ん
（
上
町
）
か
ら
十

　
万
円

＊
清
水
康
三
郎
さ
ん
（
木
島
）
か
ら

　
五
千
円

＊
東
北
電
力
・
電
気
友
の
会
か
ら
一

　
万
円

＊
星
名
佐
平
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一

　
万
円

＊
高
橋
勇
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら
五

　
万
円東

北
電
力
が

防
犯
灯
を
寄
贈

東
北
電
力
で
は
、
五
月
二
十
七
日

か
ら
六
月
五
日
ま
で
、
　
「
春
の
サ
ー

ビ
ス
旬
間
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
重
点
項
目
は
、

①
地
域
社
会
と
の
誠
意
あ
る
対
話
活

動
の
展
開
、
②
地
域
の
立
場
に
立
っ

た
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
展
開
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
旬
間
初
日
の
先
月
二
十
七
日
、
星

十
日
町
営
業
所
長
が
役
場
を
訪
れ
、

防
犯
灯
を
二
灯
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
多
数

・
石
沢
理
平
さ
ん
（
田
中
町
）

糸
バ
カ
リ
、
サ
オ
バ
カ
リ
、

髪
飾

か
ら
、

オ
ケ
、

・
小
島
利
幸
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か

　ら、

イ
ス
ス

・
酒
井
宗
平
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら

子
供
着
多
数
、
う
ぶ
ぎ

・
井
上
季
吉
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら

ツ
ヅ
ミ
太
鼓
（
小
太
鼓
）
、
太
鼓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ベ

マ
ン
マ
ツ
グ
ラ
、
イ
リ
ナ
ベ
、
鍋

・
渡
部
正
巳
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
、

機
械
ウ
ス
、
コ
ナ
シ
ギ
カ
イ
（
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

切
マ
ン
グ
ワ
）
、
モ
モ
シ
キ
、
苧

　
（
苧
麻
）
、
シ
ョ
イ
バ
シ
ゴ
、
ワ

ラ
ジ
多
数
、
九
尺
ム
シ
ロ
、
子
供

　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
レ
つ

セ
ナ
コ
ー
ジ
、
五
輌
馬
、
ミ
ノ
、

心
配
ご
と
相
談

・
6
月
1
2
日
…
…
…
橘
出
張
所

’供ワ苧寿小、鍋焦鼓ち　ち　か　　〆皿…　：　星所長（左）から目録を
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　受ける町長
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iiiiiiii山家さん5月21日に田植えの儀iiiiiiii父1超謬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

・
6
月
1
9
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
6
月
2
6
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

・
7
月
3
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
7
月
1
0
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
問
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で

で
す
。
事
前
に
事
務
局
〔
智
（
6
8
）

2
3
0
8
〕
へ
相
談
内
容
を
連
絡
く

だ
さ
い
。

イ亭電の　一

　由知らせ

今回は

ありません。 囑
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｛
三
｛
一
一
一
｛
一
一
一
｛
…
｛
…
一
一
三
一
…
｛
一
．
一
｛
・
．
一
｛
・
3
ξ
｝
一
一
一
一
卿
一
．
一
｛
．
9
9
｛
．
．
．
｛
．
．
．
．
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．
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．
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川
西
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
全
国

に
名
が
響
い
て
い
ま
す
。

　
大
相
撲
の
本
場
所
優
勝
力
士
に
、

全
農
賞
と
し
て
米
が
贈
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
第
一
号
は
川
西
米
で
し

た
。
　
さ
て
今
後
は
、
川
西
町
か
ら
六
十

年
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
天
皇
陛
下
に

献
上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

関係者による田植えの様子

し
た
。

　
田
植
え
は
、
神
式
で
豊
作
を
祈
願

し
た
後
、
山
家
清
作
さ
ん
、
魚
沼
農

政
事
務
所
次
長
、
中
魚
沼
農
業
改
良

普
及
所
長
、
川
西
町
長
、
新
潟
川
西

農
業
協
同
組
合
長
、
そ
れ
に
地
元
の

人
た
ち
を
加
え
た
約
三
十
人
に
よ
っ

て
、
手
植
え
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
家
さ
ん
は
、
　
「
精
進
を
し
て
、

り
っ
ぱ
な
米
を
作
り
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
潟
県
か
ら
は
、
毎
年
一
農
家
が

次
回
の
川
西
町
か
ら
の
献
上
米
は
百

十
一
年
後
と
な
り
ま
す
。
良
質
米
の

名
声
が
さ
ら
に
高
ま
れ
ば
、
早
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
…
…
。

の
栄
誉
は
、
木
落
の
山
家
清
作
さ
ん
　
，
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が
受
け
ら
れ
た
も
の
で
、
先
月
二
十
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一
日
に
、
木
落
地
内
の
二
十
ア
ー
ル
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の
水
田
で
田
植
え
の
儀
が
行
わ
れ
ま
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米
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が
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県
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水
稲
の
作
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な
い
粟
島
浦
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除
か
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ま
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、
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螺翻臨盤囎鞠i麗翻　．，綴鱒薯．位齢、　乳
乳
ガ
ン
の
発
見
は

　
　
　
自
己
検
診
で

　
乳
ガ
ン
が
近
ご
ろ
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
二

十
年
後
に
は
女
性
の
ガ
ン
の
第
一

位
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
は
、
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
ま
す
。
戦
後
は
食
生

活
が
欧
米
化
し
、
一
般
に
体
位
が

向
上
し
て
初
潮
年
齢
が
早
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
結
婚

は
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
は
、
初
妊
娠
の
遅
い
人
、

　
　
　
妊
娠
や
出
産
回
数
の
少
な

い
人
、
授
乳
期
間
の
短
い

人
、
未
婚
の
女
性
な
ど
に

高
い
危
険
度
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
的

に
は
四
十
五
歳
か
ら
四
十

九
歳
ま
で
、
四
十
歳
か
ら

四
十
四
歳
ま
で
、
五
十
歳

か
ら
五
十
五
歳
ま
で
の
順

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
欧
米
と
同
様
に
、

閉
経
後
の
人
に
も
増
加
の

傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら

　
自
己
検
診
を
！

　
乳
ガ
ン
は
、
コ
リ
ッ
と

乳ガンのできやすいところ

　　灘　灘霧毒　　　　　むド　ノアア
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し
た
シ
コ
リ
が
主
な
症
状
で
す
か

ら
、
柔
ら
か
い
乳
房
の
中
に
潜
ん

で
い
る
シ
コ
リ
を
見
つ
け
る
感
触

を
覚
え
る
こ
と
が
早
期
発
見
の
第

一
歩
で
す
。

　
自
分
の
体
を
自
分
で
観
察
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
、
月
に
一
回
は

自
己
検
診
を
行
い
、
異
状
に
気
づ

い
た
場
合
は
、
観
察
の
結
果
を
正

し
く
医
師
に
報
告
し
て
診
断
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
十
月
二
日
、
三
日
に

子
宮
ガ
ン
検
診
を
計
画
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
乳
ガ
ン

の
自
己
検
診
法
を
指
導
し
ま
す
の

で
、
子
宮
ガ
ン
検
診
を
お
受
け
の

う
え
、
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
方
法

を
マ
ス
タ
ー
さ
れ
る
よ
う
、
お
勧

め
し
ま
す
。
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根
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新
井
市
か
ら

霜
条
元
町
か
ら

発
電
所
通
東

中
里
村
か
ら

沖
立

＋
日
町
市
か
ら

中
央
町

青
森
県
か
ら

高
原
田

高
原
田
か
ら

小
脇

秋
田
県
か
ら
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壇
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、
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太
田
白
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選

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

漁
り
の
舟
の
行
き
来
や
お
ぼ
ろ
月

赤
シ
ャ
ツ
を
着
て
ト
ラ
ク
タ
i
畑
を
打
つ

行
く
春
や
悲
し
き
便
り
聞
き
し
こ
と

漢
流
の
流
れ
を
分
け
て
水
芭
蕉

ぶ
ど
う
棚
赤
き
若
芽
の
垂
れ
て
伸
ぶ
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こ

丸
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明
　
　
長
女
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町

　
　
　
た
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や

藤
木
　
卓
也
　
正
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二
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山
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母
の
香
の
綜
の
届
く
頃
と
な
り

金
雀
枝
の
燃
ゆ
る
が
如
く
陽
を
返
し

大
鍋
に
煮
た
ぎ
る
香
り
笹
綜

鎌
腰
に
綜
の
笹
を
一
と
抱
え

成
人
の
娘
に
桐
の
花
こ
ぼ
る
る
よ

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

芝
桜
咲
い
て
明
る
き
村
の
墓
地

根
付
け
肥
万
遍
に
撒
く
植
田
か
な

左
利
き
右
利
き
親
子
畦
を
塗
る

角
兵
衛
と
書
か
れ
し
梅
雨
の
地
蔵
笠

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

山
村
の
田
植
休
み
や
笹
ち
ま
き

桐
の
花
吹
け
ば
唇
ほ
ろ
甘
き

地
に
届
く
程
に
金
雀
枝
咲
き
垂
る
・

遠
足
の
新
緑
の
中
続
く
列

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

茄
子
蒔
い
て
一
と
日
遅
れ
し
湯
治
か
な

人
も
な
き
仮
設
事
務
所
や
猫
柳

石
工
の
鉢
巻
白
し
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

ま
ろ
や
か
な
新
茶
の
風
味
に
安
ら
ぎ
て

草
笛
を
鳴
ら
し
来
る
児
や
草
の
道

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

雪
解
水
湛
え
て
深
き
ダ
ム
の
色

代
掻
き
の
泥
ぽ
と
ぽ
と
と
鳴
り
進
む


